
(毎月5､ 15､ 25日発行)

大阪府歯科保険医協会
発 行 人　　志岐 　敬
大阪市浪速区幸町1-2-33
電 話(06)6568-7731(代 表)
http://osk-net.org/

●定価･年間10,000円 月1,000円
●1977年5月23日第三種郵便物認可

7/5
2014年第1175号

　

国
の
威
信
と

民
族
の
誇
り
を

賭
け
て
の
闘
い

が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。が
、ボ
ー
ル
を
蹴

飛
ば
す
だ
け
で
危
な
い
戦
火

で
は
な
い
。
違
い
は
戦
場
に

一
人
の
笛
吹
き
と
二
人
の
旗

振
り
が
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

日
露
戦
争
で
は
ア
メ
リ
カ

が
笛
を
吹
い
た
。
第
二
次
大

戦
で
は
笛
吹
き
が
い
な
い
た

め
無
関
係
な
庶
民
の
命
ま
で

奪
う
悲
惨
な
戦
い
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

世
界
各
国
の
政
府
に
は
配

下
の
省
庁
と
し
て
の
国
防
の

部
署
が
あ
る
。
政
府
や
こ
の

部
署
が
理
性
的
に
機
能
し
な

い
と
レ
フ
ェ
リ
ー
が
決
ま
ら

ぬ
内
に
感
情
的
な
キ
ッ
ク
・

オ
フ
に
な
り
タ
イ
ム
ア
ッ
プ

が
計
れ
な
い
戦
争
に
な
る
。

　

愛
国
心
を
煽
っ
て
仮
想
敵

国
へ
の
憎
悪
を
強
め
て
国
論

の
統
一
に
利
用
し
た
り
、
超

格
差
社
会
の
負
け
組
の
不
満

を
一
時
棚
上
げ
し
た
り
、
公

共
投
資
の
コ
ス
ト
当
た
り
の

利
便
性
を
数
値
的
に
水
増
し

し
て
、
結
果
と
し
て
格
差
を

増
大
さ
せ
て
国
家
財
政
も
劣

化
さ
せ
て
、
意
気
だ
け
高
揚

さ
せ
一
時
し
の
ぎ
の
国
家
維

持
を
図
っ
て
い
る
。
そ
れ
で

も
銃
火
の
戦
争
よ
り
ま
し
だ

と
我
慢
の
甘
い
自
己
採
点
に

国
民
の
同
意
を
求
め
る
。

　新聞部は機関紙夏季特集号
（８月15日付）への会員投稿
（原稿・写真）を募集してい
る。掲載者には薄謝進呈。締め
切りは７月18日（金）必着。詳
細は新聞部事務局まで。

夏季特集号へ投稿を

１
回
目
81
人
が
参
加

高　槻：小学卒業→中学卒業
池　田：小学３年→小学卒業
泉大津：小学２年→小学３年
岬　町：就 学 前→小学卒業
羽曳野：就 学 前→小学３年
交　野：就 学 前→小学３年
※いずれも所得制限はありません

子ども医療助成（通院）
７月から６市町が拡充

集団的自衛権

原田丈司氏（大阪府立母子保健総合
医療センター主任　 ）

小正　裕氏（大阪歯科大学高齢者
歯科学講座教授　 ）

社保講習会はじまる

『歯科保険診療の研究』をテキストに講習
を受ける参加者＝６月14日、Ｍ＆Ｄホール

のべ230人が参加した外来環・歯援診研修会
＝６月22日、Ｍ＆Ｄホール  　　　　　　　

平
和
主
義
の
転
換「
断
じ
て
許
さ
な
い
」

の
行
使
を
断
じ
て
許
さ
ず
、

関
連
法
の
改
定
を
全
力
で
阻

止
す
る
。
集
団
的
自
衛
権
反

対
の
一
点
で
幅
広
い
国
民
と

協
力
・
共
同
を
広
げ
、
９
条

の
平
和
主
義
を
は
じ
め
と
す

る
憲
法
が
体
現
さ
れ
る
政
治

の
実
現
へ
力
を
尽
く
す
。

改
憲
迫
る
意
見
書

堺
市
議
会
が
否
決

　

堺
市
議
会
は
自
民
・
維
新

が
提
案
し
た
「
憲
法
改
正
の

早
期
実
現
を
求
め
る
意
見
書

案
」
を
６
月
24
日
、
公
明
・

共
産
・
無
所
属
会
派
な
ど
の

反
対
多
数
で
否
決
し
た
。
同

意
見
書
は
、
協
会
の
堺
・
高

石
・
和
泉
地
区
が
採
択
の
中

止
・
撤
回
を
求
め
て
19
日
に

各
市
議
に
要
請
し
て
い
た
。

　

解
釈
改
憲
を
め
ぐ
っ
て

は
、
６
月
30
日
ま
で
に
１
４

９
の
地
方
議
会
が
集
団
的
自

衛
権
に
反
対
す
る
意
見
書
を

可
決
。
慎
重
審
議
を
求
め
る

意
見
書
も
43
議
会
が
可
決
し

て
い
る
。

殺
さ
れ
る
。
私
た
ち
医
療
関

係
者
に
は
、
自
衛
隊
法
に
基

づ
き
業
務
従
事
命
令
が
出
さ

れ
、
い
や
応
な
し
に
「
戦
争

へ
の
加
担
」
が
迫
ら
れ
る
。

い
つ
の
時
代
も
戦
争
の
犠
牲

者
は
国
民
だ
。
政
府
は
痛
苦

の
歴
史
か
ら
生
ま
れ
た
平
和

主
義
の
重
み
を
噛
み
締
め
る

べ
き
だ
。

　

今
後
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
に
向
け
て
自
衛
隊
法
や

周
辺
事
態
法
な
ど
の
関
連
法

の
改
定
へ
動
き
出
す
。
協
会

は
命
を
守
る
歯
科
医
師
の
団

体
と
し
て
、
集
団
的
自
衛
権

定
。
戦
力
不
保
持
を
定
め
た

憲
法
下
で
自
衛
隊
が
存
立
す

る
法
的
基
盤
と
し
て
き
た
。

　

改
憲
手
続
き
も
国
民
的
議

論
も
な
い
ま
ま
、
与
党
だ
け

の
密
室
の
協
議
で
憲
法
を
ね

じ
曲
げ
、
日
本
の
根
幹
を
変

え
て
良
い
の
か
。
こ
ん
な
手

法
が
ま
か
り
通
れ
ば
、
憲
法

の
歯
止
め
は
有
名
無
実
と
な

り
、
際
限
な
き
解
釈
改
憲
の

道
を
開
く
こ
と
に
な
る
。

　

集
団
的
自
衛
権
を
行
使
す

れ
ば
、
国
民
の
生
命
や
安
全

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
自

衛
隊
員
が
他
国
民
を
殺
し
、

険
」
の
存
在
も
、「
適
当
な

手
段
」
の
有
無
も
、
判
断
す

る
の
は
政
府
自
身
だ
。
集
団

的
自
衛
権
行
使
の
狙
い
は
米

国
の
軍
事
戦
略
へ
の
参
加
に

他
な
ら
な
い
。
一
内
閣
の
思

惑
で
無
制
限
に
自
衛
隊
が
米

国
の
戦
争
に
「
参
戦
」
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
歴
代
の
自
民

党
政
権
は「
憲
法
上
、集
団
的

自
衛
権
の
行
使
は
許
さ
れ
な

い
が
個
別
的
自
衛
権
は
有
す

る
」と
の
立
場
か
ら
、自
衛
隊

を
軍
隊
で
は
な
く
「
必
要
最

小
限
度
の
実
力
組
織
」
と
規

　

安
倍
政
権
は
自
衛
隊
に
よ

る
海
外
で
の
武
力
攻
撃
を
可

能
と
す
る
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
容
認
を
１
日
、
閣
議
決

定
し
た
。
憲
法
９
条
の
下
で

「
専
守
防
衛
」
に
徹
し
て
き

た
平
和
主
義
を
１
８
０
度
転

換
す
る
日
本
の
根
幹
に
関
わ

る
問
題
だ
。
政
府
に
抗
議
す

る
と
共
に
、
閣
議
決
定
の
撤

回
を
強
く
求
め
る
。

　

安
倍
首
相
は
会
見
で
、
閣

議
決
定
は
「
現
行
の
憲
法
解

釈
の
基
本
的
考
え
と
変
わ
ら

な
い
」
と
強
弁
し
た
。
し
か

し
、
新
た
な
憲
法
解
釈
に
よ

る
武
力
攻
撃
の
３
要
件
は
①

日
本
へ
の
明
白
な
危
険
②
武

力
攻
撃
以
外
に
適
当
な
手
段

が
な
い
③
必
要
最
小
限
度
―

―
と
す
る
だ
け
で
、
基
準
は

極
め
て
曖
昧
で
あ
る
。「
危

　

歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制

加
算（
外
来
環
）と
在
宅
療
養

支
援
歯
科
診
療
所（
歯
援
診
）

の
施
設
基
準
に
係
る
研
修
会

を
６
月
22
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー

ル
で
開
い
た
。
外
来
環
は
、

大
阪
府
立
母
子
保
健
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
口
腔
外
科
診
療

主
任
・
原
田
丈
司
氏
が
、
歯

援
診
は
、
大
阪
歯
科
大
学
高

齢
者
歯
科
学
講
座
教
授
・
小

正
裕
氏
を
講
師
に
、
外
来
環

は
１
３
０
人
、
歯
援
診
は
１

０
０
人
が
受
講
し
た
。

　

外
来
環
で
は
、
①
偶
発
症

に
対
す
る
緊
急
時
の
対
応
②

医
療
事
故
③
感
染
症
対
策
を

解
説
。
実
際
の
訴
訟
を
参
照

に
し
た
医
療
事
故
の
対
応
や

予
防
、
救
急
時
に
必
要
と
さ

れ
る
蘇
生
方
法
を
動
画
を
交

え
、
詳
し
く
解
説
し
た
。

　

感
染
症
対
策
と
し
て
は
全

て
の
歯
科
治
療
は
観
血
的
処

置
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
を

強
調
し
た
。
原
則
と
し
て
、

一
処
置
一
手
洗
い
、
な
る
べ

く
デ
ィ
ス
ポ
を
使
用
す
る
こ

と
と
し
、
環
境
面
を
無
菌
に

す
る
こ
と
は
不
可
能
な
の

で
、
口
腔
外
バ
キ
ュ
ー
ム
を

積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
を

す
す
め
た
。

　

歯
援
診
で
は
、
①
高
齢
者

の
心
身
の
特
性
②
口
腔
機
能

の
管
理
③
緊
急
時
対
応
等
を

解
説
し
た
。

　

高
齢
者
疾
患
の
特
徴
、
高

齢
者
に
多
く
み
ら
れ
る
疾
患

で
あ
る
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、

高
血
圧
、
糖
尿
病
と
歯
科
治

療
と
の
関
連
に
つ
い
て
話

し
、
虚
血
性
疾
患
に
つ
い
て

も
、
そ
の
特
徴
、
歯
科
治
療

で
の
注
意
点
に
も
触
れ
た
。

４
月
改
定
で
追
加
さ
れ
た
、

既
存
の
有
床
義
歯
を
舌
接
触

補
助
床
に
作
り
変
え
る
症
例

も
詳
し
く
説
明
し
た
。

　

講
習
会
の
最
後
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
基
準
の
届
出

に
係
る
修
了
証
を
受
講
者
に

発
行
し
た
。

　

４
月
の
診
療
報
酬
の
改
定

後
初
め
て
の
社
保
講
習
会
が

６
月
14
日
、『
歯
科
保
険
診

療
の
研
究
』
の
４
月
版
を
テ

キ
ス
ト
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
81
人
が
参
加
し

た
。
社
保
研
究
部
員
が
、
第

１
章
初
再
診
料
各
種
加
算
、

第
２
章
医
学
管
理
、
第
３
章

在
宅
医
療
に
つ
い
て
今
改
定

の
特
徴
を
中
心
に
解
説
し

た
。

　

各
種
加
算
の
項
目
で
、
歯

科
外
来
診
療
環
境
体
制
加
算

（
初
診
時
＋
26
点
、
再
診
時

＋
４
点
）
の
解
説
が
あ
っ
た

が
、
い
ま
読
売
新
聞
の
記
事

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
タ

ー
ビ
ン
の
使
い
回
し
」
な

ど
、
感
染
対
策
へ
の
評
価
と

し
て
は
低
過
ぎ
る
と
感
じ

た
。
そ
れ
で
も
滅
菌
処
理
や

患
者
ご
と
の
交
換
を
義
務
付

け
る
国
の
姿
勢
に
憤
り
を
覚

え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
機
に
施
設
基
準
に

よ
る
差
別
化
の
点
数
配
分
で

は
な
く
、
全
て
の
診
療
所
が

標
準
的
に
取
り
組
め
る
診
療

報
酬
体
系
を
求
め
る
運
動
が

一
層
必
要
だ
と
感
じ
た
。

 

（
住
之
江
区
・
吉
田
裕
志
）

　

安
倍
政
権
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
を
柱
と
す
る
憲
法
解
釈
の
変
更
を
１
日
、

閣
議
決
定
し
た
。
戦
後
日
本
の
安
全
保
障
政

策
の
「
専
守
防
衛
」
を
転
換
し
、「
自
衛
の

措
置
」
の
名
の
下
に
自
衛
隊
の
海
外
で
の
武

力
行
使
を
認
め
る
。
小
澤
力
理
事
長
は
同

日
、「
憲
法
の
平
和
主
義
を
覆
す
集
団
的
自

衛
権
の
閣
議
決
定
に
抗
議
す
る
」
と
の
談
話

を
発
表
し
た
。
談
話
は
次
の
通
り
。

行
使
容
認
を
閣
議
決
定の

べ
２
３
０
人
参
加

外
来
環

歯
援
診

小
澤
理
事
長

が
抗
議
談
話

研修会開く

が講演

ご案内


